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１．SolidWorksとは
耐火物特性解析システムSolidWorks（ソリッドワー

クス）は、３次元CADをベースに、伝熱解析、（熱）応

力解析等も行うことができる汎用ソフトウェアーであ

る。当該ソフトを当財団に導入し、どのような活用が可

能かを調べた。　

　表は導入したソフトの基本仕様である。当財団では、

耐火れんがを主にしたエンジニアリング設計を想定して

いるが、汎用ソフトなので、耐火れんがにとどまらず広

く活用することが期待できる。また、アドオンタイプ

として、CADモデルと連動して有限要素法による自動

メッシュ作成と伝熱計算、熱応力計算等の耐火物で必要

なシミュレーション解析も可能である。

２．３D CADモデル
　３次元CAD機能を用いて、一例として、連鋳用耐火

物部品の概略設計を試みた。あとで伝熱解析を行うこと

を想定して、対称面で半割のモデルにした。また、中プ

レートは開度50％の位置にした。図２は４つの部品を
別々に作成した後、自動アセンブルしたものである。各

部品は、例えばプレートは、厚みのある平板をつくり、

その後、ダボ部、穴あけ、斜めカットを行い、対称面で

切断、その後面取りの簡単な操作で作成できる。概形

をつくっては寸法設定を繰り返す方式である。最初は

チュートリアルを参考にして基本操作を覚えながら進め

るのが良い。

３．計算事例
３－１．伝熱解析事例
　アセンブルしたもの

を用いて定常伝熱解析

を行った。材料特性は温

度依存のデータとして

扱うことができ、一度

作ったデータは自動登

録され、次回以降に利用

できる。溶鋼流路と外側

の温度境界条件の設定

は簡単にでき、図３に示
す４面体要素は自動作

成である。

３－２．熱応力解析事例
図４は非定常伝熱解
析後、熱応力解析を

行った結果である。あ

る時点でのミーゼスの

応力分布と強調変形図

を示した。

４．コメント
　耐火物モデルはそれほど複雑ではないので、ＣＡＤで

使用するコマンドは限定されると思われる。また、耐火

物に特有の温度・熱応力計算は自動でそれ相当の解析が

できることがわかった。今回は示さなかったが、注意が

必要なこと、自動だけでは対応できないこともあるの

で、さらに調査を続けていく予定である。
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図３　定常伝熱解析事例

図４　熱応力解析事例
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